放射線部　診断チームにおける教育目標

総合般目標（GIO：General Instructional Objective）

放射線技師として必要な基礎知識や技術を習得するとともに、専門分野での専門的知識および技術を修得する。

一般技師：数年で総ての撮影分野を経験できるように担当部署は６ヶ月毎に交代。

専門技師：専門分野の指導、研究を可能にする為に担当期間はスタッフミーティングで検討。

行動目標（SBOs：Specific Behavioral Objectives）

（１）共通項目

（２）一般撮影に関する項目

（３）乳房撮影に関する項目

（４）ポータブル撮影に関する項目

（５）造影、透視検査に関する項目

（６）ＣＴ撮影に関する項目

（７）ＭＲ撮像に関する項目

（８）血管撮影に関する項目

（９）多目的ＴＶ透視撮影に関する項目 

（１０）骨密度測定検査に関する項目

（１１）放射線管理に関する項目

（１２）学術活動（学会発表・論文作成）

（１３）勤務態度、その他

（１）共通項目

1 検査の内容、必要性について患者に説明できる。（知・態）

2 患者の状態に合わせた検査法を選択、実施できる。（知・技・態）

3 放射線による被曝低減を目的とした設定ができる。（知・技）

4 フィルム撮影とデジタル撮影の違いを説明できる。（知）

5 感光材料の違いによる画像について説明できる。（知）

6 デジタルシステムの基本構成について説明できる。（知）

7 ＣＲ撮影の原理を説明できる。（知）

8 画像処理に関して説明できる。（知）

9 撮影条件（管電圧、撮影時間、距離、焦点サイズ）の違いによる画像効果について説明できる。（知）

10 造影剤の薬理動態を説明できる。（知）

11 造影剤による副作用および禁忌について説明できる。（知）

12 造影剤による副作用発生時に適切な対処ができる。（知、技、態）

13 検査に使用する薬剤について説明できる。（知）

14 装置の構造、性能を説明できる。（知、技）

15 装置の特性を理解し安全な操作ができる。（技）

16 周辺機器の構造、性能を説明できる。（知、技）

17 周辺機器の特性を理解し安全な操作ができる。（技）

18 装置の基本性能について説明できる。（知）

19 測定の容易な基本性能については測定できる。（知、技）

20 始業点検、日常点検、引取り検査ができる。（知、技）

（２）一般撮影に関する項目

21 撮影部位、目的に応じた正しいポジショニングの設定ができる。（知、技）

22 固定具、補助具の適切な使用ができる。（知、技）

23 撮影部位、目的に応じた最適な撮影条件の選択ができる。（知、技）

24 撮影部位、目的に応じた軟部撮影ができる。（知、技）

25 撮影部位、目的に応じた軟部画像処理ができる。（知、技）

26 平行、集束グリッドの特性を説明できる。（知）。

27 撮影状況に応じてグリッドの使い分けができる。（知、技）

28 撮影状況に応じて、ブッキーとグリッドの使い分けができる。（知、技）

29 胸部撮影はグレーデル効果を説明できる。（知）

30 パノラマ撮影の原理を説明できる。（知）

31 撮影目的に応じたパノラマ軌道の選択ができる。（知、技）

32 断層撮影の原理を説明できる。（知）

（３）乳房撮影に関する項目

33 乳房の解剖を説明できる。（知）

34 乳房の生理と撮影適期について理解し、説明できる。（知、態）

35 乳房撮影装置の特性を説明できる。（知）

36 撮影条件（焦点 フィルター、管電圧） の適切な設定ができる。（知、技）

37 特殊検査（針生検、乳管造影、フック、ステレオ撮影）ができる。（知、技）

38 豊胸術に合わせた条件、画像処理ができる。（知、技）

39 ブラインドエリアの理解、対応ができる。（知、技）

40 乳房撮影装置及び現像機の保守管理ができる。（知、技）

41 マンモグラフィ検診精度管理中央委員会の定める研修会を受講する。（知、態）
42 専門技師はマンモグラフィ検診精度管理中央委員会の定めるＡランクを取得する。（知、態）
（４）ポータブル撮影に関する項目

43 患者、同室者に対する適切な放射線防護対策ができる。（技）

44 感染症について理解し必要な対策ができる。（知、技）

45 コンデンサ装置の特性を説明できる。（知）。

46 コンデンサ装置の特性を理解し、撮影条件の設定ができる。（知、技）

47 グリッドの特性を説明できる。（知）。

48 撮影状況に応じてグリッドの使い分けができる。（知、技）

49 安全な操作ができる。（知、技）

50 ポータブル装置の保守管理ができる。（知、技）

（５）造影、透視検査に関する項目

5.1 消化管造影撮影

51 直接撮影について説明できる。（知）。

52 I.I.DRの原理を説明できる。（知）

53 消化管の解剖、生理を説明できる。（知）

54 消化管Ｘ線検査の基本について理解し、検査ができる。（知、技）

55 切除胃の検査法について理解し、検査ができる。（知、技）

56 間接撮影について説明できる。（知）。

57 日本消化器集団検診学会の定める胃部間接撮影法について説明できる。（知）。

58 造影剤の特性を説明できる。（知）

59 撮影部位に応じた造影剤を選択し適量を用いて撮影ができる。（知、技）

60 バリウム造影剤の誤嚥について説明できる。（知）

61 バリウム造影剤の誤嚥時の適切な対処ができる。（知、技）

62 前処置について説明できる。（知）

63 前投薬の作用機序について説明できる。（知）

64 前投薬による副作用および禁忌について説明できる。（知）

65 前投薬による副作用発生時に適切な対処ができる。（知、技、態）

66 専門技師は日本消化器集団検診学会の定める認定技師試験を受験する。（知、態）
5.2 泌尿器造影撮影

67 腎臓、尿路系の解剖、生理を説明できる。（知）

68 IVPとDIPの違い、適応について説明できる。（知）

（６）ＣＴに関する項目

69 ＣＴの原理を説明できる。（知）

70 全身の解剖を説明できる。（知）

71 撮影部位、目的に応じたＣＴ撮影の条件設定ができる。（知、技）

72 造影剤の特性を理解し撮影部位、目的に応じた造影剤の設定ができる。（知、技）

73 ３Ｄ画像作成のための撮影方法が説明できる。（知、技）

74 ３Ｄ画像の作成ができる。（知、技）

（７）ＭＲ撮像に関する項目

75 MR撮像の原理を説明できる。（知）

76 アーチファクトの説明と対策ができる。（知、技）

77 人体に対する影響を理解し、安全確保に努める事。（知、態）

78 ＲＦパワーとＳＡＲの関連を理解し適切に処置できる。（知、技）

79 全身の解剖を説明できる。（知）

80 撮像シーケンスによる画像の違いを説明できる。（知）。

81 撮像部位、目的に応じた撮像シーケンス、条件の選択ができる。（知、技）

82 撮像部位、目的に応じたコイルの選択ができる。（知、技）

83 造影剤の種類（経口、経血管）、特性を説明できる。（知）。

84 造影剤（Gd,SPIO）の特性を説明できる。（知）。

85 撮像目的、部位に応じた造影剤の選択ができる。（知）

86 ＭＲ装置の特性を理解し安全な操作ができる。（知、技）

（８）血管撮影に関する項目

87 血管の解剖を説明できる。（知）

88 ＤＳＡの原理を説明できる。（知）

89 線量の最適化を目的とした条件設定（フレーム数、マスク像、線量、等）ができる。（知、技）

90 撮影部位、使用するカテーテルによって造影剤の設定（速度、量、圧力）ができる。（知、技）

（９）多目的ＴＶ透視撮影に関する項目

91 肝胆膵の解剖を説明できる。（知）

92 検査に合わせた装置のセッテングができる。（知、技）

93 装置の特性を理解し安全な操作ができる。（知、技）

（１０）骨密度に関する項目

94 測定原理を説明できる。（知）

95 人種、体重などによる補正について説明できる。（知）

（１１）放射線管理に関する項目

96 放射線の人体に対する影響を説明できる。（知）

97 放射線障害防止に必要な処置ができる。（技、態）

98 10日間ルールについて理解し、患者に説明できる。（知、態）

99 放射線診療従事者および公衆の線量当量限度について説明できる。（知）
100 目的に応じた線量計の選択ができる。（知、技）

101 適切な方法で線量測定ができる。（知、技）

102 管理区域の設定ができる。（知、技）

103 管理区域内での制限事項について説明できる。（知・技）
104 専門技師は放射線検査に関する法令、規制などについて説明できる。（知・技）

105 専門技師は「放射線取り扱い主任者」資格試験を受験する。（知、技）

（１２）学術活動（学会発表・論文作成）

106 文献の検索ができる。（知、技）

107 学会報告ができる。（知、技）

108 論文の作成ができる。（知、技）

109 専門技師は専門分野の担当期間内に研究会報告、学会報告、論文作成などをする。（知、技）

（１３）勤務態度・その他

110 患者に対する適切な態度、言葉使いができる。（技、態）

111 医師、他医療職などと協調できる。（技、態）

112 専門技師は教育、指導ができる。（知、技、態）

113 専門技師は検査に関する保険点数について説明できる。（知、技）

Ⅳ．評価
自己評価および指導者による評価を４段階で行う
試験については、受験の有無と合否にて評価する。

